
超音波式レベル計・LU 10システムは、あらゆる液体・粉体・
塊体のレベルを非接触で連続計測します。
コントロールユニットに内蔵されているマイクロプロセッサを
32bitに高度化することにより、演算処理能力が大幅に向上、
プログラム処理のマルチタスク化が可能となりました。
また、SmartLinxモジュール（オプション）を追加することによ
り、計測値の出力をデジタル信号（Modbus・Profibus-DP等）
として出力することも可能です。デジタル信号での出力を使用
した場合、従来のアナログ出力（4～20mA）ではできなかった
温度情報などのレベル以外の情報を伝送することができる
上、パラメータの遠隔設定などが可能となります。

CAT.NO,927C
LU 10システム

□A.L.F.アルゴリズム
粉粒体レベル計として最高級の特許プログラムA.L.F.ア
ルゴリズムを採用しています。A.L.F.アルゴリズムは、高
度なコンピュータ解析技術により完成したもので、測定対
象物を選ばず粉塵・蒸気・タンク内のはしごや突起物によ
るノイズ・エコーを自動補正または除去するもので、粉粒
体計測能力が一段と強化されました。

□ワイドな表示機能
演算処理能力を高度化することにより、バーグラフ・エラ
ーメッセージ・計測状況などの内容を計測中に同時に表
示させることが可能です。

□精度０.２５％ F. S.、分解能２㎜と高精度
測定レンジの精度は、フルスケールの±0.25％と同等クラ
スの中では最高のものです。測定分解能力も2㎜単位もし
くは、フルスケールの0.1％を達成しているため、キメ細か
な計測が可能です。

□異なるタイプの全センサが接続可能
周波数の異なるセンサ（10タイプ）を最大10台まで1台の
コントロールユニット（LU 10）に接続できます。

□フルオート調整機能
設置後、計測長・警報点・表示単位などの設定を行うだ
けで計測を開始します。

□フレキシブルな警報機能
リレー警報出力は下記の機能が任意に選択できます。
①上上限、上限、下限、下下限警報
②供給・排出制御
③ON/OFF点と応差を任意設定。1タンク当たり、最高40
リレーまで、1リレー当たり、10タンクの共用が可能。
④温度警報・制御（温度センサ使用時、タンク内ガス温度）
⑤測定物の変化スピード警報
⑥各種異常警報（センサケーブル断線・短絡、L.O.E.）
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□赤外線通信による設定
①コントロールユニット（LU 10）の設定および操作は、キ
ャリブレータ（赤外線調整用設定器）により行います。
キャリブレータとLU 10は赤外線により通信します。
②赤外線通信のため、LU 10のケースを閉じたままで操作
を行うことが可能です。
③キャリブレータは簡単に脱着ができ、不用意な入力を
防止できます。

□卓越した高機能を標準装備
①表示単位（m，㎝，㎜，feet，in，％等）の選択が可能
②不揮発性メモリ内蔵のため、電源遮断時の設定内容消
失を防止
③容量換算機能により、レベルから容量までの表示が可能
④蒸気・ガスなどによる音速変化時の音速補正が容易
⑤コントロールユニット複数使用時の干渉防止機能装備

□ワイドな拡張性
①各モジュールを接続することによりリレー警報、アナロ
グ出力、コンピュータ用出力が確保できます。
②2心シールド線1本で全データを電送でき、必要な場所
でモジュールを使用して警報出力・アナログ出力など
に交換できます。しかも、コントロールユニットからモ
ジュールまで1500mの分離距離が取れるため、配線コ
ストを大幅に軽減します。
③全データは閉ループで電送され、ループ内にモジュー
ルを接続するだけで、容易に出力を追加できます。
④センサ増設により、1点計測から10点計測への移行が容
易です。計測点数が多くなるほど、1点当たりのコスト
が下がります。
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概　要

特長・機能

動作原理

受信パルス

発信パルス

センサ

超音波
パルス

測定物

コントロールユニット

超音波式レベル計は、センサとコントロール
ユニットで構成されます。センサから発信され
た超音波のパルスは測定物により反射され、
かえってきたエコーはセンサで受信されて
電気信号でコントロールユニットに入力され
ます。そして、この時の発信パルスと受信
パルスの時間差を測定し、距離に比例した
出力信号を各モジュールより取り出します。



SmartLinx モジュールは、下表に示す3種類があり、必要とする通信の種類に応じてモジュールの選択を行います。

SmartLinx モジュール

Allen-Bradley Remort I/O
Profibus-DP
Modbus RTU

インターフェイス

RIOインターフェイス
－

RS-２３２ or RS-４８５

アドレス

Rack address １～７３ １/４ to full rack
０～９９
１～２４７

接続タイプ

RIO slave
Slave
Slave

ボーレート

５７.６, １１５.２ or ２３０.１ K baud
９６００Kbps～１２Mbps

１２００, ２４００, ４８００, ９６００, １９２００, ３８４００bps

標準仕様/外形寸法

２

コントロールユニット

SmartLinx モジュール （オプション）

形　　　　式

使　用　温　度
セ　ン　サ　数
出　力　信　号

表　　　　　示

精　　　　　度
分　　解　　能
電　　　　　源
消　費　電　力
構　　　　　造
質　　　　　量
周　辺　機　器
（オプション）

各種ケーブル
（オプション）

配　線　距　離

通　信　形　態

キャリブレータ

LU 10

－２０～＋５０ ℃（但し、結露しない条件にて）
最大１０台
アナログモジュール（LU　AO）およびリレーモジュール（LU SAM）との接続による。　　　　

※１４桁LCD表示（バックライト付）　レベル値、測定状態、警報の状態等の表示、
　　　　　　　　　　　　　　計測単位 : m、㎝、㎜、feet、inch、％等（パラメータにより選択）

※２最大計測長の±０.２５%、又は±６㎜以内 （どちらかの最大値）
※２最大計測長の±０.１%、又は２㎜以内 （どちらかの最大値）
１００/１１５/２００/２３０V AC ±１５% （５０/６０Hz）
３１VA Max.
IP５５相当（ケース材質 : ポリカーボネート）
約２.５kg
アナログモジュール（LU　AO）
リレーモジュール（LU　SAM） ； 最大２台まで
・ 超音波センサケーブル : 高周波ケーブル RG６２A/U、又はRG１２A/U ※３
・ データリンクケーブル : ２心シールド線（０.７５㎜２以上）
  （周辺機器接続用ケーブル）
・ センサ、コントロールユニット間 : ３６０m Max.
・ コントロールユニット、周辺機器の総ループ長 : ３０００m Max.
シリアルバイポーラ電流ループ
・ 通信方法 ： 赤外線通信
・ 構　　造 ： 非防滴構造
・ 電　　池 ： 内蔵（交換不要、本体色 ： アイボリー色）
・ 質　　量 ： 約１５０g

※１. LCD表示器は、悪条件（直射日光の紫外線、高温、低温、急激な温度変化など）により劣化しますので、できるだけこのような場所を避けて設置してください。
※２. 精度および分解能は、理想条件において計測した場合の値です。理想条件とは、計測面が平面・ベーパ／ガス濃度が一定・温度分布が一定などの状態を指します。
※３. 金属配管ができない場合は、RG１２A/U外装付きの高周波ケーブルを使用し、外装編組を機器アースから独立して現場設置してください。

SmartLinx モジュールは、下表に示す3種類があり、必要とする通信の種類に応じてモジュールの選択を行います。

各SmartLinx モジュールの仕様

ヒンジ

９１
６６

１０
１

２８５

２６７

LCD表示部

キャリブレータ

通信方法 : 赤外線通信
構　　造 : 非防滴構造
電　　源 : 内部電池（交換不要）

２０
９

１７
２

１６ 注）調整時以外は取り外して室内で保管してください。
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アナログモジュール仕様

システムの説明

形　　　　　式
入　　　　　力
出　　力　　数
出　力　信　号
負　荷　抵　抗
分　　解　　能
通信表示ランプ
通信異常設定
バックアップ
使　用　温　度
電　　　　　源
消　費　電　力
構　　　　　造
質　　　　　量
分　離　距　離
接続ケーブル

LU AO
LU　10からの電流デジタル信号

※１１０点　
４～２０mA DC（０～２０mA DC）、※２一括アイソレーション（マイナスコモン）

７５０Ω Max.
０.１％

LED（点滅表示）
５分間以上、無入力時に０mA出力（スイッチ設定：０mA, ４mA, SW, ON状態）

１０分間停電（データバックアップ）
－２０～＋５０℃（但し、結露しない条件にて）

１００/１１５/２００/２３０V AC±１５％（５０/６０Hz）
１５VA Max.

IP５５相当（ケース材質：ポリカーボネート）
約２.０

１５００m Max.（総ループ長：３００m Max.）
CVVS ２心シールド線（または相当品）

※１. 出力はNo.１～No.１０の各ポイントの平均値も任意に割り当て可能。　※２. 各ch間アイソレーション：外部取付オプション

（オプション）

リレーモジュール仕様

形　　　　　式
入　　　　　力
接　　点　　数

接　点　容　量

通信表示ランプ
通信異常設定
バックアップ
使　用　温　度
電　　　　　源
消　費　電　力
構　　　　　造
質　　　　　量
分　離　距　離
接続ケーブル

LU SAM
LU　10からの電流デジタル信号

２０点SPDT多目的リレー接点（任意に割り当て可能）
 最大定格 ; ２５０V ５A AC （抵抗負荷）、３０V ５A DC（抵抗負荷）
※１最小定格 ; ５V １０mA AC （抵抗負荷）、５V １０mA DC（抵抗負荷）

LED（点滅表示）
５分間以上、無入力時にNo.２０リレー出力（スイッチ設定状態）

１０分間停電（データバックアップ）
－２０～＋５０℃（但し、結露しない条件にて）

１００/１１５/２００/２３０V AC±１５％（５０／６０Hz）
２０VA Max.

IP５５相当（ケース材質：ポリカーボネート）
約３.0

１５００m Max.（総ループ長：３００m Max.）
CVVS ２心シールド線（または相当品）

（オプション）

２０９

２８
５

２０９

２８
５

LU　10システムは超音波センサ、LU　AO、LU　SAMにより構成されます。　メインユニット：LU 10は、センサの検出データ等をLU AO、
LU　SAMに送信すると同時に現場指示も行います。LU AOは4～20mA DC、LU SAMはリレー接点をそれぞれ出力します。
LU　10は最大3モジュールの接続が可能です。さらにリレーモジュール：LU　SAMを接続するには、LU SAMの送信出力を使用します。
送信出力は閉ループ接続となりますが、電流デジタル信号のため、シールド線（CVVS）にて1500mの引き回しが可能です。
なお、LU 10、LU AO、LU SAMにはそれぞれAC電源が必要です。

コントロールルーム

電流デジタル信号

コントロールユニット

センサ（１０点以内）

４－２０mA×１０点

リレー接点×２０点

リレー接点×２０点

フィールド

LU AO

LU SAM

LU SAM

コントロールルームフィールド

電流デジタル信号

センサ（１０点以内）

コントロールユニット

現場指示計

LU AO

LU AO LU SAM

４－２０mA×１０点

４－２０mA

リレー接点×２０点

《システム例１》 《システム例２》

※１.（１）. 最小定格より小さい負荷を接続する場合は、高感度リレーまたは半導体リレーを介してください。
　   （２）. 本体リレーは、接点部に金メッキを施していますので、通常負荷で使用した後に微少負荷で使用できない場合があります。
　           〔通常負荷時の接点電圧・電流により、接点部に荒れ（金メッキの剥離など）が生じ、接点の接触抵抗値が高くなるため〕

㎏

㎏



形     式 

適     用 

周  波  数 

ビ ー ム 角 
※１最 大 計 測 長  
※１不  感  帯  

使 用 温 度 

耐  圧  力 

本 体 材 質 

放 射 面 材 質 

取     付 

質     量 

構     造 

特殊防爆規格
（ T I I S 防爆）

 

XPS10 
耐腐食 

４３kHz 

１２° 

１０m 

０.３m 

－４０～＋９５℃ 

PVDF 

PVDF 

１NPTねじ 

約０.７㎏ 

IP６５/IP６７ 

XPS15 
 

 

 

１５m 

 

 

 

 

 

 

約１.３㎏

XPS30 
 

３０kHz 

６° 

３０m 

０.６m 

 

 

 

 

１１/２NPTねじ 

約４.３㎏ 

XPS40 
 

２２kHz 

 

４０m 

０.９m 

 

 

 

 

約７.９㎏ 

XCT8 
耐熱 

４３kHz 

１２° 

８m 

０.７m 

－４０～＋１４５℃ 

 

 

 

１NPTねじ 

約０.７㎏ 

 

－ 

XCT12 
 

 

６° 

１２m 

 

 

 

 

 

 

約１.３㎏ 

 

－ 

形     式 

適     用 

周  波  数 

ビ ー ム 角 
※１最 大 計 測 長  
※１不  感  帯  

使 用 温 度 

耐  圧  力 

本 体 材 質 

放 射 面 材 質 

取     付 

質     量 

構     造 

ST-H 

４３kHz 

１２° 

８m 

０.３m 

大気圧 

ETFE 

ETFE 

G２ねじ 

 IP６８ 

－ 

XRS5 
汎用 

  

10° 

５m 

  

－２０～＋６５℃ 

 

PVDF 
※２CSM  

1NPTねじ 

約１.２㎏ 

 

XRS5F 
耐腐食 

 

 

 

 

 

 

PVDF（センサフランジ：CPVC） 

PTFE 

JIS １０K８０A相当 

約２.２㎏ 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS 10K100A相当 

約２.５㎏ 

XLT30 
耐熱 

２２kHz 

５° 

３０m 

０.９m 

－４０～＋１５０℃ 

アルミ 

アルミ/SUS（ポリエステルメッシュ付） 

１NPTねじ 

約４.３㎏ 

 

    － 

 

 

 

 

 

 

 

※１． 最大計測長および不感帯は、測定条件により変化する場合があります。 
※２． CSMはクロロスルホン化ポリエチレンです。 

－３０～３００kPa  －３０～5０kPa  －３０～３００kPa  

－３０～３００kPa  

Exs ⅡT６X

Exs ⅡT４X

４

標準仕様（超音波センサ）

温度センサ仕様 温度センサ・外形寸法

注）通常、温度センサは超音波センサに内蔵されていますが、別途温度センサを
　ご使用される場合は、使用条件に適した取付具を用い、タンク・ホッパなどの
　最適な位置に取り付けてください。取付位置は、できるだけ計測エリアの温度
　が測定できる位置を選択してください。ただし、温度センサ自身が、障害物と
　ならないようご注意ください。

（オプション）

形　　　　　式

使　用　温　度

材　　　　　質

取　　　　　付

温　度　検　出

構　　　　　造

質　　　　　量

TS-4
－４０～＋１５０℃

ETFE

３/４ NPTねじ

温度 IC

IP ５８相当

約０.５㎏（ケーブル含む）

温度センサケーブル

（φ９）

（
１３
６
）

３/４-１４NPT

３/４-１４NPT

六角対辺 ２７

特殊防爆規格
（ T I I S 防爆）

－２０～＋６０℃ 

約１.４㎏

Exs ⅡT6X



５

ST-H XRS 5

白

黒 シールド

（φ７.５）

（
１１
８
）

７２

（
２３
）

１-１１.５NPT
（配管用）

φ５５Max.

G２

白

黒 シールド

（φ７.５）

（
１２
７
）

１-１１.５NPT

（φ８６）

XLT30
白

黒 緑（アース線）

（φ６.５）

（
２３
０
）

（
７
）

（
１１
）

１-１１.５NPT

２×φ９.５穴

（φ２６４）

XPS10 / XCT8

白

黒 シールド

（φ７.５）

（
４
ｍ
）

（
４
ｍ
） （
４
ｍ
）

（
４
ｍ
）

（
４
ｍ
）

（
４
ｍ
）

（
４
ｍ
）

（
４
ｍ
）

（
４
ｍ
）

（
１２
２
）

１-１１.５NPT

２×φ４穴

（φ８６）

外形図（超音波センサ） 

XPS40 白

黒 シールド

（φ７.５）

（
２２
９
）

１１/２-１１.５NPT

２×φ７.５穴

（φ２０６）

XPS15 / XCT12

白

黒 シールド

（φ７.５）

（
１３
２
）

１-１１.５NPT

２×φ５穴

（φ１２０）

XPS30
白

黒 シールド

（φ７.５）

（
１９
５
）

１１/２-１１.５NPT

２×φ５穴

（φ１７５）

XRS 5F 白

黒 シールド

（φ７.５）

（
２６
）

１-１１.５NPT

（
１２
７
）

φC
φD

８×φ１９穴

フランジ ： JIS１０K１００A相当
フランジ ： JIS１０K８０A相当

フランジサイズ D
１８５ １５０
２１０ １７５

C

XPS

形式

XPS10F

XPS15F
XPS30F

フランジサイズ（相当）
JIS10K 80A
JIS10K 100A

JIS10K150A

D寸法
φ185
φ210

φ280

n×φh穴

8×φ19穴

8×φ23穴

A寸法

1-11.5NPT

1 -11.5NPT

C寸法
φ150
φ175

φ240

白 

黒 シールド 

（φ７.５） 

 

（
２６
） 

（
１２
７
） 

φC
φD

n×φh穴 

A寸法 

1 2/
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特殊仕様外形 

XPシリーズ

（
２１
９
） 

（
２６
） 

φ９４ 

（３００） 

XS・XHシリーズ

XJシリーズXI シリーズ

フランジ

端子ボックス

イージーエイマ

端子ボックス

イージーエイマ

φ１５８
φ１７８

（
１３
）

端子ボックス

イージーエイマ

フランジ

超音波センサ

超音波センサ

超音波センサ

XMシリーズ XMシリーズ 

フランジ

（
20
0）

（
13
0）

φ148

（89）

（
86
） （
28
）

（65）

（
73
）

（
20
0）

φ94

フランジ
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角度調整器（イージーエイマ） 

（
１１
２
）

（
１６
）

（
１３
）

（φ１７８）
（φ１５８）
（φ９０）

ステム固定ナット
対辺 ５０ 相当

［角度振り最大時の形状］

（２０。）

MI LLTRONI CS

EA

SY
AIM
ERⅡ

アースボルト

３×（φ１０）穴

ブロック固定金具
（６ヶ所）

EGシリーズ（防爆仕様）

EIシリーズ（防爆仕様）EPシリーズ（防爆仕様）

フランジ

耐圧防爆型ターミナルボックス
（島田電機製）

（φ１００）

超音波センサ

（φ
１００
）

耐圧防爆型ターミナルボックス
（島田電機製）

（
８０
）

（
１４
０
）

（
１０
８０
）

超音波センサ

（８０）

（
２６
）

イージーエイマ

φ１５８
φ１７８

（
１３
）

耐圧防爆型ターミナルボックス
（島田電機製）

（φ１００）

３×（φ１０）穴

超音波センサ

XK・XRシリーズ

（
４
ｍ
）

（
１２
６
）

フランジ
（Kシリーズはなし）

イージーエイマ

白

黒 シールド

（φ7.５）

１０

超音波センサ

材質：AC
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端子台への接続

コントロールユニットおよび各モジュール内の端子は全て裸線入選方式（2.5㎜2 Max.）となっていますので、接続ケーブルの末端は、絶
縁被覆をはがした裸の心線部を端子に入れて締め付けてください。
また、必要であれば絶縁処理を行ってから配線してください。
圧着端子を使用する場合は、先端が棒状の差込型圧着端子（1.25-AF 2.3B：日本圧着端子製造など）を使用してください。

 

超音波センサケーブルの結線 

コントロールユニット端子台配置

動力ライン

２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１

１
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LD

２
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T
/S
H
LD

３
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K
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T
/S
H
LD

４

BL
K

W
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T
/S
H
LD

５
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K

W
H
T
/S
H
LD
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K

W
H
T
/S
H
LD

７
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K

W
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T
/S
H
LD

８６
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K

W
H
T
/S
H
LD

９

BL
K

W
H
T
/S
H
LD

１０

BL
K

W
H
T
/S
H
LD

TEMP
SENSOR
１

PERIPHERAL
COMMUNICATION

BL
K

SY
N
C

W
H
T
/S
H
LD

（温度センサ）（超音波センサNo.１－No.１０）

５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１

（周辺機器接続用端子） （電源）

L２/N  L1１ ２ １ ２

RXTX

V
P１２

〔RG６２A/U 使用の場合〕 〔RG１２A/U 使用の場合〕 〔ST-H、XRS、XPS、XCTシリーズ〕 〔XLTシリーズ〕

センサへ

B
LK

H S H S

１ ２ ３ ４

W
H
T
/S
H
LD

B
LK

W
H
T
/S
H
LD

１

B
LK

H S

１ ２ ３ ４

W
H
T
/S
H
LD

B
LK

W
H
T
/S
H
LD

２

（D種接地） （D種接地）

センサへ

H S

緑緑

１

B
LK

１ ２ ３ ４

W
H
T
/S
H
LD

B
LK

W
H
T
/S
H
LD

２

（D種接地）（D種接地）

センサへ

H SH S
シールド

１

B
LK

１ ２ ３ ４

W
H
T
/S
H
LD

B
LK

W
H
T
/S
H
LD

２

センサへ

H SH S
シールド

１ ２

2． 延長せず直接センサのケーブルを接続する場合1． 高周波ケーブルを用いて延長する場合（配線距離 ： 360m Max.）

拡張モジュールの結線

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

リレー1 リレー2 リレー3 リレー4 リレー5 リレー6 リレー7 リレー8 リレー9 リレー10

リレー11 リレー12 リレー13 リレー14 リレー15 リレー16 リレー17 リレー18 リレー19 リレー20

L1 L2/N

SP
AR
E

SH
LD

SP
AR
E

（周辺機器接続用端子）

（周辺機器接続用端子）

L2/N L1

mA
OUTPUT

BIPOLAR
RECEIVER

BIPOLAR
RECEIVER

mA
OUTPUT

mA
OUTPUT

mA
OUTPUT

mA
OUTPUT

SP
AR
E

（アナログ出力）

アナログモジュール端子

POWER

（電源）

POWER

（電源）

TB1

TB2，TB3

TRANSMITTER

（警報出力）

（警報出力）

リレーモジュール端子
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超音波センサ～コントロールユニット間の配線は、RG62A/U（高周波ケーブル）を使用して行ってください。また、誤動作防止のため、
必ず100Ω以下の接地を行った金属配管内に布設し、動力ラインなど他のケーブルとの同一配管は避けてください。
金属配管が行えない場合や周囲のノイズレベルが高い場合は、RG12A/Uを使用し、外装を回路アースから独立して接地してください。
超音波センサ～コントロールユニット間の配線距離は、360m Max.です。

超音波センサケーブルの配線 

超音波センサとして、XPS, XCT, XLT, ST-H, XRS5を使用する場合、センサ内部に温度センサが内蔵されているため、通常温度セ
ンサ不要です。
別途、温度センサを使用する場合は、下記の結線を行ってください。

温度センサケーブルの結線

温度センサ～コントロールユニット間の配線は、2心シールド線を使用して行ってください。また、誤動作防止のため、必ずD種接地を
行った金属配管内に布設し、動力ラインなど他のケーブルとの同一配管は避けてください。
ただし、超音波センサケーブルと温度センサケーブルを同一配管しても、問題はありません。
温度センサ～コントロールユニット間の配線距離は、360m Max. です。

温度センサケーブルの配線

 

コントロールユニット

悪い例

超音波
センサ

他の機器

コントロールユニット

良い例

超音波
センサ

D種接地D種接地

金属配管

動力ライン動力ライン

RG６２A/U

コントロールユニット

超音波
センサ

D種接地D種接地

RG１２A/U

金属配管による配線が行えない場合

※金属配管は屈曲部が少ない方が望ましい。

TEMP
SENSOR

２２２１

１

温度センサへ

BL
K

W
H
T/
SH
LD

－＋

（D種接地）

（温度センサ）

TEMP
SENSOR

２２２１

１

温度センサへ

BL
K

W
H
T/
SH
LD

白 シールド黒

（温度センサ）

２心シールド線を用いて延長する場合
（配線距離 ： ３６０m Max.）

延長せずに直接温度センサケーブルを接続する場合

配線例

・　指定外のケーブルを使用
・　動力ラインが近くにあり、
　また、平行に配線している
・　金属配管を使用していない
・　配線距離が長い

・　指定のケーブルを使用
・　単独配線
・　金属配管を使用
・　配線距離が短い
　（３６０m 以内）

t

t

t

SIEMENS

SITRANS LU 10

SIEMENS

SITRANS LU 10

SIEMENS

SITRANS LU 10
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アナログモジュール端子の結線

リレーモジュール端子の結線

 

電源ケーブルの接続

電源を投入する前に、必ず使用する電圧にコントロールユニットの電源電圧設定スイッチ（SW1）を設定してください。
電源電圧設定スイッチは、8段階のロータリスイッチとなっています。切替は、先端部の幅が6㎜程度のマイナスドライバを使用して行っ
てください。

SW1設定後、必ず電源電圧の確認を行ったうえで以下の
ように結線を行ってください。

 

SW１ 詳細図
※図はOFF状態を示す。

使用電源に合わせてSW1を設定してください。

計装用電源へ
１００/１１５/２００/２３０ V AC（５０/６０ Hz）

５２５１５０４９

（電源）

（D種接地）

L２/NL１

LCD表示部

接続端子

SW１

SW１

１００V

２３０V

２００V

１１５V

OFF

１

１０ ９

８
７

６５４３
２

SW１ 設定方法

（周辺機器接続用端子）
BIPOLAR
RECEIVER

　１　２　３　４　５　６　７　８　９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２

POWER

（電源）

L２　L１１０
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９
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３７

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２３３

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

（周辺機器接続端子）

（電源）
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T
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T
B１

※他のモジュールの電源も同様に結線してください。
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超音波センサは、使用条件に適した取り付け具を用い、タンク、ホッパなどの最適な位置に取り付けてください。取り付けの際には、以下
の項目の内容を参考に取り付け位置の選定を行ってください。

超音波センサの取り付け 

超音波センサの最大計測長は、計測条件により変化します。仕様として記載している最大計測長は、超音波計測に対し理想的な条件
下で計測を行った場合の値となっています。
以下のような条件下では、超音波センサの最大計測長が短くなることが考えられます。最大計測長に余裕のある超音波センサを選定
することをお奨めします。
（1）粉塵・ベーパが発生する。
（2）計測面が平面ではない。
（3）測定物が超音波を吸収する。
（4）ノイズが高い。　　　　　　　など

超音波センサの計測長

各超音波センサは、形式によって定まった不感帯（超音波センサの超音波放射面付近の計測不能距離）があります。計測面が不感帯内
に入ると正常な計測が行えなくなります。このため、超音波センサは必ず“上限レベル＋不感帯”以上の高さの位置に取り付けてくださ
い。
不感帯は、計測条件（温度など）により長くなることがあります。取り付け位置の高さには余裕を持たせておくことをお奨めします。
コントロールユニット（LU 10）は、接続する超音波センサを選択すると自動的に不感帯の設定を行います。この不感帯の設定値は、それ
ぞれの超音波センサの不感帯に対し10％多い値となっています。

超音波センサの取り付け高さ

超音波センサの計測エリアは、超音波センサを頂点とする円錐形のエリアとなります。このエリアの大きさは、超音波センサにより異な
り、超音波センサのビーム角および直径によって決まります。

超音波センサの計測エリア

 

不感帯

計測エリア

φd

φD

α゚ α゚

H

φd  ： センサの超音波放射面の直径
φD ： センサの超音波放射面からの距離（H）に対する計測エリアの直径
２α ： センサのビーム角
　　　　φDは、次式により求めます。
　　　　φD＝φd＋２H tan α

超音波センサ・形式
XPS１０/XCT８
XPS１５/XCT１２
XPS３０
XPS４０
XLT３０
ST-H
XRS５

φd（㎜）
８６
１２０
１７５
２０６
２６４
５５
８６

2α（°）
１２
６
６
６
５
１２
１０
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超音波センサの取り付け位置

超音波センサの計測エリア内にアングルや側壁などの障害物があると、この障害物により不要エコーが出現し、誤動作する可能性が
あります。また、投入物が計測エリア内を横切る場合においても同様に誤動作する可能性があります。
このため、超音波センサの取り付け位置は、超音波センサの計測エリア内に障害物がなく、また、投入口などからできるだけ離れた位置
を選定してください。

超音波センサの取り付け角度

粉体、塊体など安息角が発生する測定物を計測する場合は、角度調整
器などを使用して計測を行う上で最も適した角度となるように超音波セン
サの取り付け角度を調整してください。角度調整器として、イージーエイ
マを使用すると容易に角度の調整が行えます。
また、液体など計測面が平面である測定物を計測する場合は、計測面に
対し垂直に超音波センサを設置してください。（推奨値：±0.2°）
測定物からの反射効率が良いため、取り付け角度のずれにより反射エコ
ーが大きく減衰することがあります。

超音波センサの取り付け例

超音波センサは、タンク壁面やアングルなどを計測エリア内に入れないように角度調整を行い、タンク内が空の時にタンク底部を計測す
るために、超音波センサの方向を排出口に合わせます。また、超音波センサの方向は、計測面に対しできるだけ垂直となるように調整を
行います。
なお、超音波センサの取り付け角度の適性度は、信頼性レベルという数値で確認できます。角度調整の際には、この数値を参照します。

 

９０゚
±
０.
２゚

計測面

超音波センサ

投入口

良い位置 　　不適位置

排出口

・ 投入口が近い
・ タンク側壁が近い
・ 計測エリア内に障害物がある
・ 計側面に対し、センサの方向が不適
・ センサの方向が排出口を向いていない
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超音波センサを台管で立ち上げる場合、以下のような条件での使用は、不具合の原因となる可能性がありますので避けてください。
（1）台管がタンク内部に突出している。
・ 発射エコーが台管にこもり、計測不能となる可能性があります。
・ 突出部の先端を45°にカットすると影響を軽減できます。

（2）台管内面に異物がある。
・ 台管内部でエコーが乱反射し、指示が上方へとぶ可能性があります。

タンク上面の形状が半球、パラボラ状、コーン状等となっている場合、反射エコーが集音し指示が突然遠方にとぶことがあります。この
ため、超音波センサはタンク上面の中央部など焦点となる可能性のある位置を避けて取り付けてください。

※超音波センサを台管にて立ち上げて取り付ける場合の一般的な例を以下に示します。

超音波センサの超音波放射面をタンク内部に突出すると台
管の影響を受けにくくなります。右図のような取り付けをお奨
めします。
取り付けの状態により、計測の安定度は大きく変わることがあ
ります。使用条件に合わせ、最適な取り付けを行ってください。

良い位置

良い位置

台管がタンク内に突出している

台管内面に異物（付着物、溶接ビートなど）がある。

付着物

溶接ビート

サビなどにより、内面が粗い

一般的な取付例

タンク内でエコーが反射し、焦点を結ぶような位置に超音波センサを取り付けないでください。

台管の突出部をカットする。



避雷対策およびノイズ対策

１４

コントロールユニットは、誘導雷やサージなどにより破損する可能性があります。このため、誘導雷やサージなどの影響を受ける可能性
がある場合は、避雷器や避雷素子などを配線に追加し、コントロールユニットの保護を行ってください。
また、ノイズの混入は誤動作の原因となるためノイズ対策は重要です。ノイズ対策としては、ノイズカットトランスやアイソレータの追加
が有効となります。
避雷対策とノイズ対策はその目的が異なるため、避雷対策を行ったためにノイズの影響を受けやすくなるということもあり、状況に応じ
た対策を行う必要があります。
避雷対策およびノイズ対策の例を以下に示します。

 対策例

（1）計装用専用電源を使用する。
単独で電源ラインにノイズカットトランスを設置し、シールド線にて配線する。

（2）計装用ケーブルは金属配管によるシールドを行い、動力ラインと遮蔽する。または、互いの間隔を30以上離して布設を行う。
（3）D種接地を単独にて行う。また、接地線はできるだけ太く、短くする。
（4）コントロールユニットを接地された金属の筺体（盤ボックス等）に収納し、シールドを行う。
（5）回路を破損させるようなサージ・ノイズの混入防止のため、誘導雷、サージなどに対する保護回路の設置を行う。（下図参照）
（6）電気溶接をする場合は、コントロールユニット、およびセンサ破損防止のため、必ず配線を全て外すこと。
（7）工場の電源立ち上げ時は、誘導負荷の逆起電力等でサージ・ノイズが発生しやすいため、立ち上げ後、電源が安定してから（±15

％以内）コントロールユニットに電源を投入する。

 

記号

ZD１

ZD２

MA

AR１

R

NCT

　　　　名称

サージアブソーバ

サージアブソーバ

電源用避雷器

データリンク用避雷器

抵抗

ノイズカットトランス

　　形式

DSA-１０２MA

Z２００８U

MA-１００

MA-２００

AR１-B２

　－

NCT-F１

　　　仕様

１０００V 放電

８.２V 

１００, １１０V AC用

２００, ２２０V AC用

２４V DC

５～１０Ω, 1W

５０VA

　　  メーカ

三菱マテリアル

石塚電子

エム・システム技研

横河エレクトロニクス

　  －

電研精機研究所

保護素子、保護機器例

H

S ZD１ ZD１

R

ZD１ 金属配管

＋

－

S

ZD２

ZD１

超音波センサ

端子ボックス

BLK

WHT/SHLD

コントロールユニット LU 10

超音波センサ接続端子

BLK

WHT/SHLD
温度センサ接続端子

L１

L２/N 電源入力端子

温度センサ
２芯シールド線

ZD２

ZD１

 
RG６２A/UまたはRG１２A/U

金属配管または
RG１２A/U外装

〔金属筐体（収納盤など）〕

NCT

４ ５

１ ８

MA

６

アースバー

機器アース電源

金属シールドされたツイストペアケーブル

※金属筐体内の　 は、全て
　アースバーへ接続すること。

＋ －
TX端子

S

A

G

B

１ ２

AR１

A

G

B

１ ２

AR１

＋ －
接続モジュールへ

（D種接地）

〔金属筐体〕

（注記）
１．コントロールユニットは金属筺体内に設置し、ノイズ源から遮蔽すること。
また、ノイズ源（インバータ・動力源など）との同一筺体内設置は避けること。

２．接地について
２.１ 金属筺体内にはアースバーを設け、各アース線は直接アースバーに接続
　　 して同一の接地抵抗になるようにすること。
２.２ 機器アースは、単独でD種接地を行うこと。
２.３ 接地方法・接地場所によっては、ノイズが混入する場合がある。その場合、
　　 接地点の変更または接地抵抗の低下処置を考慮する必要がある。

３． リレー接点の保護素子は、使用する信号に適合した素子を選択すること。



１５

ご注文の際には、次の事項をご連絡ください。

計　測　条　件 環　境　条　件

計
測
対
象
物

計　
　

測　
　

範　
　

囲

出　
　

力　

指　
　

示

配
線
接
続

計測対象物名

種　　　類

形　　　状

安　息　角

ホッパー全高、コーン部高さ

計測長、ホッパー径

アングルの有無

計測面増減時間（又はスピード）

センサ数

センサタイプ

アナログ出力（DC）

リレー接点出力の

要 ・ 否

表示方向の選択

単　　　位

定 倍 機 能

電　　　源

（                                    ）

粉体、 粒体、 液体

（                                    ）

（　　　）度

（　　　）m  （　　　）m

（　　　）m  （　　　）m

有（                 ）、 無

投入（　　）引抜（　　）

PT１

PT２

PT３

PT４

PT５

PT６

PT７

PT８

PT９

PT１０

４-２０mA、０-２０mA、そ の他

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

HH、H、L、LL、その他（　）

上からのレベル

下からのレベル

㎜、㎝、ft、%、その他（   　）

X１、その他（                   ）

AC１００/１１５/２００/２３０V±１５%

５０/６０Hz 

設 置 場 所

測定物の温度

周囲温度　センサ

ホッパー内圧力

湿　　　度

腐食性ガス

粉　　　塵

イージエイマ

センサ取付

備　　　考

屋外、屋内、その他（      ）

（         ）℃～（         ）℃

（         ）℃～（         ）℃

有（                 ）、無

（       ）%RH～（       ）% 

有（                         ）、無

有（                         ）、無  

付着性の有（          ）、無

要（         ）、否

ねじ取付（                     ）

フランジ取付（               ）

パイプ取付（                 ）

アングル取付（              ）

イージエイマ（                ） 

取得防爆規格

国内規格

特殊防爆構造 Exs Ⅱ T4X
厚生労働省産業安全研究所より防爆検定合格

（型式検定合格番号）
XPS１０超音波センサ…第TC１６７３８号
XPS１５超音波センサ…第TC１６７３９号
XPS３０超音波センサ…第TC１６７６３号
XPS４０超音波センサ…第TC１６７６４号

特殊防爆構造 Exs Ⅱ T6X
（型式検定合格番号）
XRS５超音波センサ…第TC１６５８０号

海外規格
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